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鴨
緑
江
北
岸
の
統
巡
会
哨
に
つ
い
て

秋

月

望

1

は
じ
め
に

朝

・
中
間
の
国
境
政
策

朝
鮮
政
府
の
流
民
排
除
要
請

大
臣
統
巡
と

「査
勘
山
場
詳
擬
善
後
章
程
」

封
禁
政
策
の
崩
壊
と
統
巡
制

お
わ
り
に

1

は

じ
め

に

李
朝
の
末
期
、
特
に
十
九
世
紀
の
中
葉
以
降
、
朝
鮮
と
中
国
の
国

境
地
帯
に
お
い
て
多
く
の
問
題
が
発
生
し
始
め
た
。
こ
れ
は
主
に
、

朝

・
中
両
国
の
流
民
が
、
封
禁
さ
れ
て
い
た
豆
満
江

・
鴨
緑
江
北
側

の
無
人
地
帯
に
流
入
し
始
め
、
両
国
官
民
の
直
接
的
な
接
触
を
避
け

る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
方
針
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
こ
の

間
曠
地
帯

は
、
そ
の
性
質
上
、
国
家
の
行
政
範
囲
の
外
に
置
か
れ
て

い
た
た
め
、
流
民
の
流
入
と
と
も
に
、
両
国
流
民
相
互
間
の
対
立
、

あ
る
い
は
流
民
と
朝
鮮
辺
境
官
権
と
の
衝
突
な
ど
様
々
の
問
題
を
引

き
起

こ
す
こ
と
と
な

っ
た
。
や
が
て
、
中
国
が
流
民
の
存
在
を
追
認

す
る
形
で
行
政
圏
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
流

民
に
対
す
る
管
轄
権
が

問
題
と
な
り
、
特
に
豆
満
江
側
で
は
国
境
の
線
引
き
を
中
心
と
し
て

朝

・
中
間
の
領
有
権
争
い
に
ま
で
発
展
し
た
。

一
方
、
鴨
緑
江
側
で

は
、
鴨
緑
江
を
国
境
線
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
双
方
に
比
較
的
明
確

な
合
意
が
あ

っ
た
た
め
国
境
紛
争
に
ま
で
は
発
展
し
な
か

っ
た
が
、

鴨
緑
江
右
岸
の
朝
鮮
流
民
の
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、

一
九
〇
〇
年
前

後
か
ら
朝
鮮
政
府
が
官
吏
を
派
遣
し
て
戸
籍
作
成

.
収
税
な
ど
を
行

い
中
国
政
府
と
対
立
し
た
。

本
稿
で
は
、
領
有
権
に
対
す
る
関
心
か
ら
研
究
が
従
来
比
較
的
多

か

っ
た
豆
満
江
側
に
比
べ
て
、
ほ
と
ん
ど
看

過
さ
れ
て
い
た
鴨
緑
江

側
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
朝
鮮
に
お
け

る
辺
境
政
策
は
、
「朝
鮮

王
朝
実
録
』
な
ど
に
し
ば
し
ば

「西
北
辺
境
」
と

一
括
し
て
語
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「辺
境
」
と
し
て
同

一
の
範
疇
で
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
白
頭
山
の
東
西
で
区
分
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、

一
九
〇
二
年
の
北
間
島
管
理
使
李
範
允



の
派
遣
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
鴨
緑
江
側
で
も
西
間
島
管
理
使
徐
相
想
の

派
遣
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
表
れ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
、
両
者
に
お
け
る
辺
境
政
策
は
、
各
々
の
地
域
的
な
独
自
性

を
有
し
な
が
ら
も
そ
こ
に
は

一
貫
し
た
方
針
が
貫
か
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
、
鴨
緑
江
対
岸
、
す
な

わ
ち
朝
鮮
で
言
う
西
間
島
、
中
国
で
言
う
東
辺
道
に
つ
い
て
の
研
究

は
、
そ
れ
自
体
が
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
豆
満
江
側
の
北
間
島
領

有
権
問
題
に
集
中
し
た
感
の
あ
る
李
朝
末
期

・
開
化
期
の
朝

・
中
辺

境
地
域

に
関
す
る
研
究
に
も
新
た
な
視
角
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
そ
の
導
入
的
な
研
究
と
し
て
、
鴨
緑
江
側
間
唄

地
帯

へ
の
不
法
流
入
民
を
排
除
す
る
た
め

一
八
四
七
年
に
始
め
ら
れ
、

一
八
九

四
年
ま
で
継
続
さ
れ
た

「統
巡
会
哨
制
」
を
中
心
と
し
て
、

鴨
緑
江
中
流
域
に
お
け
る
間
曠
地
帯

の
崩
壊
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て

　
な

　

い

き

た

い

。朝

・
中
間

の
国
境
政
策

李
朝

の
後
期
に
は
、
鴨
緑
江

・
豆
満
江
の
北
側
に
間
曠
地
帯

が
設

け
ら
れ
、
こ
れ
を
朝

・
中
間
の
緩
衝
地
帯
と
し
た
。
鴨
緑
江
側
に
お

い
て
は
、
奉
天
の
東
側
に
柳
条
辺
將
を
設
け
て
鴨
緑
江
ま
で
の
百
清

里
余
り
を
封
禁
地
帯
と
し
て
中
国
人

・
朝
鮮
人
の
出
入
を
禁
じ
た
。

東
辺
の
辺
將
に
は
、
鳳
恩

・
覆
陽

・
鎌
廠

・
涯
清

・
英
額

・
威
遠
保

の
六
辺
門
が
設
け
ら
れ
、
開
原
の
北
方
で
山
海
関
か
ら
発
し
て
吉
林　　

り

の
西
北

・
北
を
め
ぐ
っ
て
遼
河
上
流
に
到
る
辺
播
と
連
結
し
て
い
た

(地
図
参
照
)。
東
辺
の
辺
縞
は
、
天
聰
時

(
一
六
二
七
ー

三
五
)

に
着
手
さ
れ
順
治

(
一
六
四
四
-
六

一
)

・
康
煕

(
一
六
六
二
ー

一

七
二
二
)
に
至

っ
て
完
成
し
た
も
の
で
、

そ
の
目
的
は
、
朝
鮮
の
隔

離
と
こ
の

一
帯
に
産
す
る
人
蓼
と
　
皮
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ

た
。
こ
の
間
曠
地
帯

が
盛
京
の
管
轄
下
に
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
朝
鮮

の
主
権
の
及
ぶ
範
囲
が
鴨
緑
江
の
左
岸
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
朝
鮮
政
府
が
自
ら
の
公
文
で
認
定
し
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
こ
の
間
曠
地
帯

に
隣
接
す

る
奉
天
に
お
い
て
は
特
殊

な
支
配
方
式
が
取
ら
れ
て
い
た
。
清
朝
の
入
関
以
後
、
東
北
地
方
の

満
州
族
居
住
者
は
激
減
し
た
が
、
清
朝
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

盛
京
は
陪
都
と
定
め
ら
れ
て
重
要
な
地
位
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。
順

治
朝

の
初
期
に
は
、
河
西
す
な
わ
ち
遼
河

の
西
側
の
山
海
関
外
の
土

地
を
旗
人
に
多
く
支
給
し
て
人
的
充
実
を
計

っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
順
治
十
年
に
は
遼
東
招
民
令
を
出
し
て
民
人
の
移
民
奨
励
策
を

取

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
か
っ
た
。
康
煕
年
間
に
な
る
と
盛

京

の
機
構

の
充
実
が
計
ら
れ
、
将
軍
衙
門
が
新
設
さ
れ
、
戸

・
礼

・

工

・
刑
の
四
部
が
付
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
衙
門
と
し
て
の
奉
天
府

を
改
編
し
て
府
尹

・
府
丞

・
治
巾
を
設
け
、
府

・
州

・
県
を
新
設
す

る
な
ど
し
た
。
こ
れ
以
降
、
次
第
に
奉
天

に
入
植
す
る
民
人
が
増
加

し
、
民
地
が
旗
地
を
脅
か
し
始
め
た
た
め
、
旗
地
と
民
地
の
分
離
、



周藤吉之 「清代満洲土地政策の研究」



あ
る
い
は
旗
界
と
民
界
の
設
定
な
ど
旗
地
政
策
の
維
持

に
追
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
雍
正
朝
に
は
す
で
に
民
地
が
旗
地
の
七

・
七
九

倍
に
達

し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
乾
隆
五
年

(
一
七
四
〇
)
四
月
、

民
人
の
奉
天
移
住
を
禁
止
し
、
奉
天
在
住
民
人
中
の
未
入
籍
者
を
本

籍
に
送
還
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た
。
康
煕
末
年
よ
り
す
で
に
家
族
を

同
伴
し
た
民
人
の
山
海
関
外

へ
の
移
住
が
禁
じ
ら
れ
て
は
い
た
が
、

こ
の
時

に
至

っ
て
初
め
て
奉
天
で
の
本
格
的
な
封
禁
政
策
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
飢
饉

な
ど
に
よ
る
封
禁
の

一
時
的

な
緩
和

も
あ
り
、
ま
た
再
三
に
わ
た
っ
て
民
人
の
奉
天
流
入
禁
止
令

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
実
際
に
は
民
人
の
流
入
が
続
い

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
嘉
慶
八
年

(
一
八
〇
三
)
の

　ヨ
　

禁
令
を
最
後
に
奉
天
の
封
禁
政
策
は
漸
次
行
わ
れ
な
く
な

っ
た
。

こ
う
し
た
奉
天

へ
の
民
人
の
流
入
は
、
東
辺
辺
縞
外

へ
の
流
民
発

生
に
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
、
採
蓼
や
砂
金
の
採

集
を
目
的
と
す
る

「蓼
匪
」

・

「金
匪
」

に
続
い
て
開
墾
を
目
的
と

す
る
農
民
の
進
入
が
始
ま

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方

、
朝
鮮
側
で
は
、
義
州
か
ら
江
界
に
至
る
鴨
緑
江
沿
い
に
三

十
カ
所

の
鎮
堡
を
設
け
、
さ
ら
に
そ
の
間
に
把
守
が
五
里
ー
十
里
の

間
隔
で
置
か
れ
て
い
た
。
中
流
域
で
あ
る
廃
四
郡
の
地
域
に
は

一
二

九
カ
所
の
把
守
が
大
体
十
里
間
隔
で
設
け
ら
れ
、
五
月
か
ら
八
月
ま

で
入
防

し
、
春

・
秋
そ
れ
ぞ
れ
三
カ
月

・
二
カ
月
間
は
越
境
者
の
監

ハる
　

視

に
当

っ
て

い
た

。
鎮
堡

・
把

守

は

、
辺

境

防

禦

の
第

一
線

で
あ

る

と
と
も
に
朝
鮮
人
越
江
者
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
監
視
所
で
も
あ

っ

た
。

一
七

一
二
年
の
穆
克
登
に
よ
る
白
頭
山
定
界
碑
の
建
立
以
前
、

ハ　
ソ

人
蓼
の
採
取
を
目
的
と
す
る
犯
越
は
後
を
断
た
な
か
っ
た
が
、
定
界

碑
建
立
以
後
は
、
私
商
に
よ
る
柵
門
貿
易
が
禁
じ
ら
れ
た
英
祖
元
年

(
一
七
二
五
)
か
ら
同
王
三
十
三
年
の
間

に
江
界
対
岸
に
三
百
名
以

上
の
中
国
人
集
落
が
で
き
て
鴨
緑
江
を
挾
ん
で
密
貿
易
が
盛
行
し
た

な
　

こ
と
が
あ
っ
た
以
外
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け

て
は
犯
越
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
特
に
、
十
九
世
紀
中
盤

ま
で
は
開
墾
を
目
的
と
す
る
朝
鮮
農
民
の
越
江
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

朝
鮮
政
府
の
流
民
排
除
要
請

朝
鮮
側
か
ら
見
る
限
り
、
鴨
緑
江
中
流
域
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら

十
九
世
紀
前
期
に
か
け
て
比
較
的
安
定
し
た
状
態
に
あ

っ
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
東
辺
將
外

へ
の
中
国
人
の
流
出
は
続

い
て

い
た
の
で
あ
り
、
鴨
緑
江
を
自
国
の
行
政
圏
の
限
界
線
と
し
て
い
た

朝
鮮
は
、
そ
れ
を
知
る
術
が
な
か
っ
た
と

い
う
に
過
ぎ
な
い
。

中
国
流
民
、
特
に
農
耕
に
従
事
す
る
民
人
の
間
曠
地
帯

へ
の
流
出

に
つ
い
て
数
的
な
多
寡
、
時
期
的
な
推
移
を
具
体
的
に
示
す
史
料
は

な
い
。
彼
ら
が
鴨
緑
江
沿
岸
に
ま
で
到
達

し
た
の
は

一
八
四

一
年
春

で
あ

っ
た
。
こ
の
年
、
上
土
鎮
下
屹
洞
お
よ
び
満
浦
鎮
如
雲
浦
の
対

岸
に
中
国
流
民
が
姿
を
現
わ
し
開
墾
を
始

め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
姿

は
朝
鮮
側
か
ら
容
易
に
望
む
こ
と
が
で
き
、
上
土
僉
使

・
満
浦
僉
使



か
ら
こ
の
報
告
を
受
け
た
江
界
府
使
李
時
在
は
、
両
鎮
に
江
界
府
の

　　
ロ

訳
学
を
派
遣
し
て
開
墾
民
に
対
し
鴨
緑
江
越
し
に
撤
収
退
去
す
る
よ

う
説
諭
せ
し
め
た
。
彼
ら
は
収
穫
後
の
退
去
を
約
束
し
た
が
、
翌
春

に
な
っ
て
も
退
去
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
新
た
な
入
植
者
ま
で
出
現

し
た
。
こ
の
た
め
、
憲
宗
八
年

(
一
八
四
二
)
四
月
に
な
っ
て
、
江

界
府
使
の
牒
呈
に
基
づ
き
平
安
監
司
金
興
根

・
兵
馬
節
度
使
金
魯
甲

　　
り

が
中
央
政
府
に
こ
の
事
実
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
告
を
受

け
た
備
辺
司
で
は
、
流
民
の
出
現
が
単
に
間
畷
地
帯
の
封
禁
を
犯
す

も
の
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
辺
境
に
お
け
る
紛
争
惹
起
の
原
因
に
な
り

か
ね
な
い
重
大
問
題
と
し
て
早
急
に
犯
禁
流
民
を
排
除
す
べ
き
だ
と

の
結
論
を
見
た
。
し
か
し
、
『承
政
院
日
記
』
の
記
事
に
、
「江
界
越

　　
　

辺
、
似
属
盛
京
管
轄
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
政
府
に
は
鴨
緑
江
対

岸
は
盛
京

の
管
轄
下
に
あ
る
と
の
認
識
が
あ
り
、
川
越
し
の
説
諭
以

上
の
直
接
的
な
手
段
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
官
権
に
よ
る
実
力
排
除
は
不

可
能
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
政
府
は
、
粛
宗
四

十
年

(
一
七

一
四
)
お
よ
び
英
祖
二
十
四
年

二

七
四
八
)
の
二
回
、

豆
満
江
側

の
慶
源

・
訓
戎
鎮
対
岸
で
発
生
し
た
同
様
の
犯
禁
開
墾
事

件
に
際
し
て
墾
田
民
の
排
除
を
中
国
に
要
請
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ　リ

リ

れ
を
受
け

て
清
国
官
権
が
墾
田
民
を
退
去
せ
し
め
た
前
例
が
あ

っ
た
。

備
辺
司
で
は
、
こ
の
前
例
を
踏
ま
え
て
盛
京
礼
部
と
北
京
礼
部
に
流

民
の
排
除
を
要
請
す
る
こ
と
と
し
、
齎
杏
官
李
文
養
を
派
遣
し
て
四

　け
　

月
二
十

一
日
付
の
盗
文
を
送

っ
た
。

中
国
側
は
、
辺
柵
を
越
え
て
間
曠
地
帯

に
造
舎
墾
田
す
る
こ
と
は

固
よ
り
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
て
、
直

ち
に
盛
京
将
軍
に
勒
討

を
命
じ
た
。
盛
京
将
軍
は
協
領
島
爾
濠
珍

・
佐
領
穆
騰
額
を
派
遣
し

て
興
京
城
守
尉
蘇
博
麟

・
通
判
景
祥
と
共

に
開
墾
民
の
排
除
に
当
ら

せ
た
。
こ
の
結
果
、
朝
鮮
春
文
中
で
言
う
満
浦
鎮
如
雲
浦
対
岸

・
上

土
鎮
t
屹
洞
対
岸

・
上
土
鎮
西
海
坪
対
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
楡

林
子
辛
倫
界
内
の
水
曲
流
川
地
方
、
帽
爾
山
辛
倫
界
内
の
石
湖
溝
ロ

バヨ

地
方
、
同
界
内
の
樺
皮
旬
子
地
方
に
お
い
て
墾
田
な
ら
び
に
窩
柵

.

草
房
を
発
見
し
、
そ
れ
ら
を
平
殿

・
焼
却
し
た
。
中
国
か
ら
の
事
後

報
告
に
は
、
こ
の
時
、
川
越
し
に
遠
望
し
て

い
た
朝
鮮
官
史
が
中
国

官
員
の
求
め
に
応
じ
て
対
岸
に
渡
り
、
同
地
点
が
朝
鮮
咨
文

中
の
地

点
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
焼
却

・
平
殿
し
た
窩
柵

・
墾
田
を
検
証

し
て
謝
意
を
表
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
時
に
捕
縛
さ

れ
た
犯
越
人
は
三
名
の
み
で
、
他
は
山
中

に
逃
亡
し
た
が
、
中
国
派

ハヨ

員
の
人
員
不
足
を
理
由
に
そ
の
捜
索
は
見
送
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
中
国
側
の
警
備
体
制

は
、
盛
京
管
轄
下
の
東

　け
ソ

辺
辺
縞
外

一
帯
に
?
倫
が
十
八
カ
所
設
置

さ
れ
、
毎
年
上
下倫
官

一
～

二
名
が
兵
員
を
帯
同
し
て
?
倫
に
お
い
て
警
戒
に
当
り
、
他
方
で
は

総
巡
官
二
名
を
そ
れ
ぞ
れ
巡
回
さ
せ
て
匪
賊

の
摘
発
に
当
る
と
い
う

た
　

も
の
で
あ

っ
た
。
当
然
彼
ら
は
不
法
侵
入
者

で
あ
る
墾
田
民
の
発

見

・
排
除
に
も
責
任
を
負

っ
て
い
た
。
こ
の
事
件
後
、
頭
道
江
口
及

び
帽
爾
山
の
二
カ
所
の
?
倫
官
と
総
巡
官

に
対
し
て
付
近
の
?
倫
官



を
帯
同
し
て
逃
亡
墾
田
民
を
捜
索
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
同

時
に
前
年
か
ら
の
越
入
開
墾
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
責
任
が
問
わ
れ

お
　

て
い
る
。
?
倫
官

・
総
巡
官
以
外
に
、
城
守
尉

・
協
領
な
ど
が
巡
察

す
る
統
巡
制
は
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
春

秋
二
季
と
す
る
こ
と
が
盛
京
将
軍
か
ら
上
奏
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
麺
。

し
か
し
、
広
大
な
地
域
に
対
し
十
八
カ
所
の
上
下倫
と
年
二
回
の
統

巡
だ
け
で
は
す
で
に
相
当
数
に
上

っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
辺
外
流

出
民
の
鴨
緑
江
沿
岸

へ
の
進
入
を
阻
止
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
。
四

年
後
の
憲
宗
十
二
年

(
一
八
四
六
)、
朝
鮮
政
府
は
再
び
清
国
に
対

し
て
鴨
緑
江
対
岸
の
中
国
墾
田
民
を
排
除
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の

年
五
月
十
六
日
、
平
安
監
司
洪
在
詰

・
兵
使
趙
存
中
か
ら
の
報
告
が

備
辺
司
を
通
し
て
王
に
上
啓
さ
れ
て
い
る
。

・:
江
界
府
使
李
継
在
牒
呈
、
以
為
本
府
所
管
左
中
右
三
塞
及
上

土
鎮
所
属
間
閻
四
把
等
地
、
彼
辺
許
多
匪
類
、
間
間
来
接
、
或

ハ　
　

結
幕
而
居
、
或
伐
木
而
墾
…

ハの
　

朝
鮮
政
府
は
五
月
二
十
八
日
付

で
盛
京
礼
部

・
盛
京
将
軍
に
咨
文
を

送

っ
た
が
、そ
の
中
に
造
舎
墾
田
は
四
十
余
カ
所
と
あ
り
、四
年
前
の

十
四
カ
所
に
比
べ
て
三
倍
余
り
増
加
し
て
い
る
。
盛
京
礼
部
の
回
春

は
六
月
二
十
二
日
付

で
出
さ
れ
、
前
回
同
様
直
ち
に
官
員
を
派
遣
し

て
住
居

の
撤
去
、
墾
田
の
平
殿
、
犯
越
民
の
捕
縛
を
行
う
こ
と
を
伝

　　
　

え

て
来

た

。

そ

れ
ば

か

り

で

な
く

、

そ

の
咨
文

の
末

尾

に
は

、

…
惟
思
、
辺
外
沿
江

一
帯
山
廠
遼
澗
、
草
木
叢
茂
之
際
、
錐
派

委
員
按
虞
捜
捕
、
恐
致
査
勘
不
周
、
必
須
指
引
査
翠
、
方
期
無

コ
レ
ガ
タ
メ

ネ
ガ
ハ
ク
パ

縦
無
漏
、

相
応

春
会
貴
国
王
、

請
煩

査
照
、
希
即
派
委
暁
事

マ
チ
モ
ウ
ク
ル
コ
ト

官
弁
、
在
於
沿
江
先
期

守

候

、
本
国
委
員
到
日
、
令
其
過

江
前
来
、
指
引
墾
地
威
所
、
以
便
逐
威
査
勘
、
眼
同
絹
摯
平
殿
、

免
致
遺
漏
可
也
。
(訓
読
ー
筆
者
)

と
あ
り
、
朝
鮮
政
府
に
対
し
官
吏
を
派
遣
し
て
江
辺
で
待
期
さ
せ
る

よ
う
求
め
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
思
い
付
き
で
は
な
く
、

前
回
の
排
除
時
に
偶
発
的
に
で
は
あ
る
が
朝
鮮
官
員
が
中
国
側
の
求

め
に
応
じ
て
越
江
し
て
協
力
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
の
提
議
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
備
辺
司
は
七
月
八
日
に
こ
の
回
杏
に
つ
い

て
上
啓
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

…
春
内
辞
意
中
、
過
江
前
来
、
錐
非
可
議
、
既
請
派
員
指
因
、

ハれ
　

則
固
当
依
依
杏
施
行
…

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
義
州

・
鳳
鳳
城
間
の
使
臣
の
往
来
は

別
と
し
て
、
鴨
緑
江
を
越
え
て
朝
鮮
官
吏

を
派
遣
し
た
こ
と
は
な
く
、

「過
江
前
来
」
が
問
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
時
代
は
下

る
が
、

一
八
六
四
年
に
慶
源
府
使
が
独
自

の
判
断
で
豆
満
江
対
岸
に

伐
木
せ
ん
と
し
て
琿
春
協
領
に
許
可
を
求

め
、
こ
の
事
実
が
中
国
か

ら
の
照
会
に
よ

っ
て
中
央
政
府
に
発
覚
し
て
処
罰
さ
れ
た
例
が
あ
り
、

ま
た
、

一
八
七
〇
年
に
は
、
ロ
シ
ア
領
内

の
朝
鮮
流
民
を
刷
還
す
る

た
め
仲
介
役
を
果
し
て
い
た
琿
春
協
領
が
慶
源
府
に
来
て
府
使
に
ロ

シ
ア
領

へ
の
同
行
を
求
め
た
の
に
対
し
、
府
使
は
王
命
を
奉
ぜ
ず
越



ハ　

江
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
理
由
で
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
地
方
官
独
自
の
判
断
で
鴨
緑
江

・
豆
満
江
を
越
え
る
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
政
府
に
お
い
て
も
両
江
を
越
え

る
こ
と
は
元
来

「議
す
べ
き
に
非
ざ
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
は
言
え
、
盛
京
礼
部
か
ら

「派
員
指
引
」
す
る
こ
と
を
要

請
し
て
来
た
以
上
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、

再
度
期
日
確
認
の
咨
文
を
盛
京
に
送
り
、
そ
の
回
答
を
待

っ
て
江
界

辺
将
中
か
ら
適
任
者
を
選
び
鴨
緑
江
辺
で
待
期
さ
せ
る
と
と
も
に
平　ヨ

安
道
の
他

の
地
方
官
に
も
こ
の
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
と
決
し
た
。

八
月
十

二
日
、
中
国
側
の
派
員
で
あ
る
盛
京
北
路
委
員
城
守
尉
書

瑞
豊
存
、
佐
領
崇
禧
、
通
判
文
弼
棟
が
捕
園
兵
二
百
名
を
伴

っ
て
鴨

緑
江
右
岸
沿
岸
に
到
着
し
た
。

一
方
、
朝
鮮
か
ら
は
上
土
僉
使

李
希

濠
が
派
遣

さ
れ
、
鴨
緑
江
を
越
え
て
中
国
官
員
と
会
同
し
、
そ
の
指

摘
に
よ

っ
て
上
土
鎮
対
岸
の
樺
皮
旬
子
、
左
塞
対
岸
の
大
李
子
溝
、

中
塞
対
岸

の
葦
山
河
、
右
塞
対
岸
の
東
堤
塔

で
計
四
十
二
カ
所
の
窩

棚

・
草
房

・
田
地
を
索
出
し
て
こ
れ
を
焼
却

・
平
殿
し
、
二
十

一
名

の
犯
禁
入
植
者
を
捕
え
た
。
さ
ら
に
江
辺
か
ら
内
陸
部

へ
入
り
四
道

溝
地
方
に
お
い
て
二
十
五
カ
所
の
草
房
そ
の
他
を
発
見
し
て
全
て
除

去
し
た
。

こ
の
捜
索
中
に
朝
鮮
か
ら
の
越
江
流
民
も
二
名
が
捕
え
ら

ハゑ

れ
、
彼
ら
は
朝
鮮
官
員
に
よ

っ
て
連
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立

っ
て
、
七
月
に
南
路
委
員
鳳
厘
城
守
尉
習
瑞
英
凱
が

こ
の
地
域

に
派
遺
さ
れ
、
三
道
浪
頭
な
ど
で
伐
木
犯
越
民
百
二
十
二

名
を
捕
縛
し
て
木
材
三
千
八
百
五
十
五
本
を
押
収
し
、
続

い
て
八
月

に
佐
領
額
爾
徳

・
恩
布
を
派
遣
し
て
九
十
八
名
を
捕
え
て
木
材
四
千

　　

四
百
八
十
五
本
を
押
収
し
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
時
捕
縛
を
免
れ
て

逃
亡
し
た
者
も
か
な
り
の
数
に
上
る
と
推
測
さ
れ
、
す
で
に
こ
の
時

期
に
主
に
伐
木
民
を
中
心
と
す
る
潜
入
者
が
相
当
数
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

一
連
の
捜
索
の
結
果
、
統
巡
を
春
秋
二
季
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
犯
禁
流
入
民
の
数
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
ら

か
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
盛
京
将
軍
は
、
春
秋
二
季
に
加
え
て
夏

と
冬
に
も
統
巡
を
行
い
年
四
回
に
統
巡
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、

翌
年
の
春
に
盛
京
将
軍
自
ら
が
巡
察
し
て
前
年
の
排
除
作
業
の
結
果

　　

を
確
認
す
る
と
と
も
に
摘
発
を
継
続
す
る
こ
と
を
奏
請
し
、
再
度
朝

ハカ
リ

鮮
に
官
員
の
派
遣
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の

一
八
四
六
年
の
朝
鮮
官
員
の
中
国
側
統
巡

へ
の
参
画
は
、
そ

の
後
の
統
巡
会
哨
制
度
の
先
駆
を
な
す
も
の
と
言
え
る
。

W

大
臣
統
巡
と

「査
勘
山
場
詳
擬
善
後
章
程
」

憲
宗
十
三
年

(
一
八
四
七
)
の
春
、
盛
京
将
軍
及
び
欽
差
大
臣
の

巡
察
が
行
わ
れ
、
前
年
の
会
哨
と
同
様
に
朝
鮮
か
ら
も
官
員
が
派
遣

さ
れ
て
対
岸
に
渡

っ
て
こ
の
巡
察

に
参
与
し
た
。
そ
の
結
果

「査
勘

山
場
詳
擬
善
後
章
程
」
が
成
立
し
て
統
巡
会
哨
制
が
確
立
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
会
哨
の
実
態
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て



い
る
こ
の
時
の
大
臣
統
巡
に
関
し
て
少
し
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。憲

宗
十
三
年
二
月
十
九
日
、
朝
鮮
政
府
は
、
そ
の
春
に
盛
京
将
軍

ハ　

だ
け
で
な
く
欽
差
大
臣
を
も
含
む

一
行
が
鴨
緑
江
右
岸
地
域
に
出
向

い
て
巡

察
を
行
う
と

の
盗
文
を
受
け
取
り
、
そ
の
翌
日
、
前
年
の

例
に
照
ら
し
て
江
界
辺
将
中
か
ら
選
抜
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し

ハ　た
。
と

こ
ろ
が
、
二
十
七
日
に
な

っ
て
欽
差
戸
部
左
侍
郎
栢
優

・
欽

差
工
部
右
侍
郎
明
訓

・
盛
京
将
軍
変
湘
が
派
遣
さ
れ
る
と
の
春
文
に

接
し
た
後
、
再
び
こ
の
問
題
が
討
議
さ
れ
、
中
国
側
の
欽
差
大
臣
に

対
し
朝
鮮
側
が
辺
将
を
派
遣
す
る
と
い
う
の
は
格
の
上
で
問
題
が
あ

る
と
し

て
、
改
め
て
江
界
府
使
李
経
在
を
戸
曹
参
判
、
定
州
牧
使
李

　ぜ

煕
綱
を
兵
曹
参
判
に
任
命

(借
御
)
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

朝
中
双
方
の
官
員
は
四
月
十
五
日
に
鴨
緑
江
を
挟
ん
で
相
対
し
、
翌

日
、
朝
鮮
差
官
が
越
江
し
て
二
十
九
日
ま
で
付
近
の
捜
索
に
当

っ
た
。

こ
の
会
哨
時
の
模
様
は
、
五
月
九
日
に
泰
川
県
監
李
源
達
か
ら
王

バね
　

に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
李
源
達
は
礼
単
物
種
に
つ
い
て
の
責
任
者
と

し
て
同
行
し
た
人
物
で
、
彼
の
報
告
が
統
巡
会
哨
に
関
す
る
唯

一
の

詳
細
な
記
録
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

欽
差
大
臣

一
行
は
四
月
十
五
日
に
鴨
緑
江
右
岸
の
竹
厳
洞
に
到
着

し
た
。
竹
厳
洞
は
朝
鮮
側
の
呼
称
で
、
後
ち
に
臨
江
県
城
が
置
か
れ

ハお
　

た
帽
児
山
の
や
や
下
流
に
あ
る
。
そ
の
日
の
う
ち
に
朝
鮮
側
か
ら
二

名
の
訳
官
と
二
名
の
通
事
が
越
江
し
て
予
備
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
、

翌
日
の
昼
に
な

っ
て
朝
鮮
側
差
官
が
渡
江

し
た
。
朝
鮮
側
人
員
に
関

す
る
記
載
は
な
い
が
、
史
料
に
現
わ
れ
る
の
は
、
江
界
府
使

・
定
州

牧
使

・
泰
川
県
監

・
満
浦
僉
使

・
江
界
塞
将

・
訳
官

・
通
事
で
、
軍

卒
は
帯
同
し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
兵
士
約
七
百
名
、
馬
が

九
百
余
匹
と
称
す
る
中
国
側
に
比
べ
る
と

は
る
か
に
小
規
模
な
構
成

で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
会
哨
地

の
付
近
に
は
、
中
国
側
が

二
百
余
の
帳
幕
を
設
営
し
、
中
で
も
欽
差
大
臣

・
盛
京
将
軍
の
帳
幕

は
三
升
布
を
用
い
た
も
の
で
、
平
床
を
設
け
蒙
古
毯
を
敷
い
た
立
派

な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
差
官
が
渡
江
の
際

に
用

い
た
の
は
朝
鮮
語
で

「桶

馬
尚
」

と
呼
ば

れ

る
も

の
と

の
説

明
が
あ

る
。
桶

馬
尚

(
t
'
o
n
g
-
m
a
-
s
a
n
g

)
と
は
、
丸
木

(
T
'
o
n
g
-
m
a
-
m
u

〉
で
作

っ

た
小
さ
い
川
船

(
m
a
-
s
a
n
g
-
i

)
を
漢
字
音
表
記
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

一
隻
の
桶
馬
尚
に
は
十
数
人
が
乗
船
で
き
、
捜
索
時
に
は
軍

卒
六
-
七
人
に
牌
将

一
人

(中
国
側
)
と
江
界
の
塞
将

一
人
が
乗
り

組
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
の
会
哨
時
に
も
中
国
か
ら
朝
鮮
に
船
の
提

供
を
求
め
て
来
て
お
り
、
中
国
側
に
は
船

の
準
備
は
な
か

っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
李
源
達
の
報
告
の
中
に
、
こ
の
付
近
は
急
流
で
あ

る
た
め

「非
馬
尚
、
莫
能
載
流
而
渡
」
と
あ
り
、
鴨
緑
江
の
渡
江
が

厳
禁
さ
れ
て
い
た
当
時
、
渡
江
に
最
も
適
し
た
と
さ
れ
る
桶
馬
尚
が

朝
鮮
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
年
、

一
八
七
二
年
に
厚
昌
郡

の
官
員
三
人
が
鴨
緑
江
中
流
域
北
岸

一
帯

を
踏
査
し
た
時

の
記
録
で



あ
る

『江
北
日
記
』
に
、
北
岸
の
住
民
に
追
わ
れ
た
こ
の
三
人
が
朝

鮮
側
に
逃
げ
帰

っ
て
来
る
部
分
が
あ
る
。
位
置
的
に
は
会
哨
の
行
わ

れ
た
の
と
極
く
近
接
し
た
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
彼
ら
は
川
越

し
に
五
九
俳
別
把
の
防
将
に
船
を
送

っ
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
て
そ

の
船
で
朝
鮮
に
帰
還
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
渡
江
は

禁
止
さ
れ

て
は
い
た
が
、
鴨
緑
江
水
面
上
に
お
け
る
朝
鮮
側
の
活
動

は
公
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
つ
か
ら
桶
馬
尚

の
よ
う
な
船
が
配
備
さ
れ
て
い
た
か
は
は

っ
き
り
し
な
い
。

現
地
の
状
況
に
つ
い
て
は
李
源
達
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

…
源
達
日
、
匪
類
之
昨
年
結
幕
四
十
二
威
、
業
己
焼
澱
、
冬
春

以
後
結
幕
、
為
四
十
威
、
而
九
威
自
焼
、
三
十

一
威
尚
在
　
、

墾
田
為
三
威
、
而
二
虞
則
相
望
稻
澗
、
未
能
詳
察
、

一
威
則
分

明
見
其
新
墾
、
而
若
其
長
広
、
似
不
過
為
二
三
日
耕
　
、
匪
類

之
数

、
聞
於
居
民
則
謂
近
五
六
十
名
、
聞
於
校
属
則
謂
見
十
六

七
名

、
臣
所
目
観
則
不
過
三
名
、
而
捜
討
之
時
捉
去
二
名
、
結

幕
虞
則
復
尽
焼
殿
…

ま
た
、
鴨
緑
江

へ
流
入
す
る
山
間
の
支
流
が
淘
金
の
た
め
黄
濁
す
る

ほ
ど
で
あ

っ
た
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
、
憲
宗
十
二
年

二

八
四
六
)
八
月
の
鴨
緑
江
右
岸

の
中
国
墾
田
民
と
伐
木
民
の
摘
発
、
そ
れ
に
続
く
翌
年
四
月
の
欽
差

大
臣
の
会
哨
巡
察
に
よ

っ
て
、
間
暇
地
帯

へ
の
中
国
人
の
流
入
が
予

想
以
上
に
多
く
、
ま
た
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

李
源
達
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
側
は
鴨
緑
江
沿
い
に
五
厘

か
ら
七
里
お
き
に
守
幕
を
配
備
し
て

一
将
三
卒
あ
る
い
は

一
将
二
卒

と

い
う
体
制
を
取

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
側
は
百
六

・
七
十
里

に
六
ー
七
カ
所
の
防
守
処
す
な
わ
ち
上
下倫
が
置
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
欽
差
大
臣
の
巡
察
の
結
果
、
中
国
側
で
も
そ
う
し
た
従

来
の
警
備
体
制
の
不
十
分
性
を
認
め
る
に
到

り
、
欽
差
大
臣
の
報
告

に
基
づ
い
て

「査
勘
山
場
詳
擬
善
後
章
程
」

が
軍
機
大
臣
の
奏
議
に

よ
り
裁
可
さ
れ
、
六
月
十
八
日
付
咨
文

を
も

っ
て
朝
鮮
に
通
告
さ
れ

た
。
こ
の
章
程
は
次
の
よ
う
な
項
目
か
ら
な

っ
て
い
る
。

盛
京
将
軍
、
五
部
侍
郎
、
副
都
統
か
ら

一
名
を
欽
差
大
臣
と
し

て
三
年
毎
に
派
出
し
て
統
巡
を
行
う
。

②

鴨
緑
江
西
岸
に
上
下倫
三
カ
所
を
増
設
し
、
守
備
範
囲
を
限
定
せ

ず

に
相
互
に
稽
査
を
行
い
流
民
が
あ
れ
ば
直
ち
に
補
足
究
弁
す
る

こ
と
。

年
四
回
の
統
巡
を
春
秋
二
回
に
改
め
、
厳
格
に
捜
査
を
行
う
こ

と
。陸

路
に
よ

っ
て
巡
察
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
朝
鮮

の
船
四
～
五
隻
を
中
国
が
借
用
し
軍
兵
を
載
せ
て
水
路
か
ら
捜
査

追
捕
を
行
う
こ
と
。

毎
季
の
統
巡
に
際
し
て
は
あ
ら
か
じ
め
期
日
を
朝
鮮
に
通
告
し
、

朝
鮮
地
方
官
と
会
合
し
て
厳
格
に
査
勘
を
行
う
こ
と
。

㈲

統
巡
官
の
査
勘
の
後
に
再
び
造
舎
墾
田
が
行
わ
れ
そ
う
な
形
勢



に
あ

る
時
は
次
回
の
統
巡
時
に
こ
れ
を
査
弁
す
る
こ
と
。

の

鴨
緑
江
沿
江

一
帯
の
朝
鮮
地
方
官
は
高
所
か
ら
対
岸
を
監
視
し
、

対
岸

に
不
法
侵
入
者

・
開
墾
地
を
発
見
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
該

地
の
台
官
に
知
照
し
て
捕
縛

・
平
殿
す
る
か
、
鳳
團
城
城
守
尉

に

ハあ
り

知
照

し
て
査
弁
す
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
二
回
の
会
哨
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
中

国
側
の
警
備
体
制
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
朝
鮮
官
員
の
協
力
体
制

を
制
度
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
朝
鮮
官
員
の
役
割
は
会
哨
時
以
外

は
あ
く
ま
で
朝
鮮
側
沿
江
か
ら
の
対
岸
監
視
に
限
ら
れ
て
お
り
、
会

哨
時
に
お
い
て
も
捕
縛

・
平
殿
な
ど
の
直
接
的
な
摘
発
措
置
は
中
国

側
の
手

で
行
わ
れ
た
。
従

っ
て
、
会
哨
と
は
、
「両
国
の
官
員
が
、

こ
の
空
地
を
巡
察
し
、
犯
禁
者
の
有
無
を
査
辮
し
、
指
定
地
に
て
打

ハセ

ち
合
わ
せ
る
も
の
」
で
は
な
く
、
中
国
官
員
の
巡
察
に
対
し
て
朝
鮮

側
官
員
が
朝
鮮
側
か
ら
の
監
視
結
果
に
基
づ
い
て
沿
江
犯
禁
者
の
所

在
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
排
除
作
業
の
結
果
を
確
認
す
る
も
の

と
言
う
べ
き
で
、
朝
鮮
官
員
の
役
割
は
あ
く
ま
で
も
補
助
的
な
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
章
程
で
年
四
回
の
統
巡
が
春
秋
二
季
に
改
め
ら
れ

た
の
は
、
欽
派
侍
部
栢

俊
の
奏
議
に
よ
る
も
の
で
、
夏
季
は
山
水
が

増
水
し
冬
季
は
馬
糧
が
不
足
し
捜
索
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
の
が
そ

の
理
由

で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
官
員
及
び
軍
兵
が
春
秋
二
回

巡
察
し
、
三
年
毎
に
は
欽
差
大
臣
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
都
度
鴨
緑
江

辺
に
お

い
て
朝
鮮
官
員
と
会
同
す
る
と
い
う
統
巡
会
哨
制
が
確
立
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

章
程
成
立
後
の
最
初
の
会
哨
は
、
同
年

(
一
八
四
七
)
秋
季
会
哨

と
し
て
、
九
月
五
日
に
鴨
緑
江
北
岸
頭
道
溝
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

前
出
の

『江
北
日
記
』
中
に
は

「両
国
会
哨
之
頭
道
溝
」
と
明
記
さ

れ
て
お
り
、
会
哨
の
場
は
頭
道
溝
に

一
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

一
八
七
二
年
当
時

に
は
、
盛
京
か
ら
渾
江
上

流
を
越
え
て
頭
道
溝
に
至
る
整
備
さ
れ
た
統
巡
路
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
途
中
に
は
統
巡
使

一
行
が
往
来
す
る
際
に
利
用
す
る
小
屋
ま
で
備

え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
『江
北
日
記
』

の
付
図
に
も
朱
色
で
統
巡

路
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
整
備
さ
れ
た
統
巡
路
が
当
初
か
ら
設
け

ら
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
が
、
統
巡
使
は
通
常

一
定
の
ル
ー
ト
で

往
来
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
四
七
年
の
秋
季
会
哨
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
中
国
側
が
熊
岳

防
守
尉
福
禄
と
総
巡
委
協
領
海
明
、
朝
鮮
側
は
江
界
府
防
禦
使
李
玄

　ま

瑞
で
あ

っ
た
。
翌
年
の
春
季
統
巡
を
通
告
す
る
中
国
か
ら
の
春
文
に

は
、
福
禄
の
稟
称
に
よ
り
、
春
季
会
哨
を
四
月
二
十
日
、
秋
季
会
哨

ハ　

を
八
月
二
十
日
に
定
め
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
城
守

尉

・
協
領
な
ど
か
ら
、
伐
木
民
が
冬
に
伐
採
し
て
夏
の
増
水
を
利
用

し
て
流
木
し
て
い
る
た
め
冬
と
夏
に
も
統
巡
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
、

一
八
四
八
年
十
月
二
十
八
日
付

で
四
季
統
巡

ヘ

ハ　

の
変
更
が
朝
鮮
に
通
告
さ
れ
、
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

ハお
　

通
常
の
会
哨
時
に
中
国
か
ら
は
協
領

・
城
守
尉

・
防
守
尉
が
派
遣



さ
れ
た
。
例
え
ば
、

一
八
四
八
年
の
春
季

・
秋
季
に
は
左
翼
漢
軍
庸

白
正
藍
旗
協
領

・
山田厳
城
守
尉
が
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
翌

年
春
季
に
は
右
翼
漢
軍
廟
紅
庸
藍
旗
協
領
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
時

ハ　

代
が
下
っ
て
も
変
り
は
な
い
。
例
外
的
に

一
八
五
四
年
に
蒙
古
正
白

旗
佐
領
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
朝
鮮
に
あ
ら
か
じ

お
　

め
通
告
す
る
盗
文
が
送
ら
れ
て
お
り
、
防
守
尉
以
上
が
通
例
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
朝
鮮
か
ら
は
、
実
質
的
な
最
初
の
会
哨

で
あ
る

一
八
四
六
年
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
上
土
鎮
の
僉
使
李
玄
瑞

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
章
程
成
立
後
の
翌
年
秋
季
会
哨
で
は
江
界
防

禦
使
李
玄
瑞
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
か
ら
の
春
文
に

李
元
瑞

・
柳
之
大淵
・
成
壽

・
金
相
徳
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
る
が
、

官
職
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『承
政
院

日
記
』

で
も

一
八

四
八
年
の
秋
季
統
巡
会
哨

に
つ
い
て

「既
有

已
例
、
今
亦
依
春
施

ハむ行
」
と
あ

っ
て
そ
の
後
は
記
載
内
容
は
咨
文

の
到
来
を
記
す
の
み
の

簡
略
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

前
例
に
よ

っ
て
行

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上
土
僉
使

あ
る
い
は
江
界

府
防
禦
使

が
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

一
八
六

九
年

(高
宗
六
年
)
に
鴨
緑
江
沿
岸
の
防
備
体
制
強
化
の

一
環
と
し

て
、
上
土
鎮
は
慈
城
郡
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
江
界
鎮
管
兵
馬
倉
節

使
を
兼
ね
た
慈
城
郡
守
が
会
哨
の
任
に
当

っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
が
確
証
は
な
い
。

欽
差
大
臣
の
統
巡
会
哨
は
、
三
年
毎
に
夏
季
統
巡
と
し
て
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
際
中
国
か
ら
は
盛
京
五
部
の
侍
郎
が
派
遣
さ
れ
た
。

一

八
四
七
年
の
最
初
の
欽
差
大
臣
は
北
京
戸
部
左
侍
郎
と
工
部
右
侍
郎

で
あ
っ
た
が
、
章
程
成
立
後
の

一
八
五
〇
年

に
は
盛
京
兵
部
侍
郎
恒

銃
が
、
ま
た

一
八
五
三
年
に
は
盛
京
刑
部
侍
郎
書
元
が
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
朝
鮮
側

で
は
、

一
八
五
〇
年
に
前
回
同
様
江
界
府
使
李
煕
吉

　ぜ

を
承
旨
の
資
格

で
送

っ
て
お
り
、
下
っ
て

一
八
六
七
年
の
例
を
見
て

　ぜ

も
江
界
府
使
を
岳
曹
参
判
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

三
年
毎

の
大
臣
統
巡
の
際
に
は
江
界
府
使
を
承
政
院
承
旨
あ
る
い
は

六
曹
参
判
の
肩
書
き
で
派
遣
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

V

封
禁
政
策
の
崩
壊
と
統
巡
制

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鴨
緑
江
右
岸
沿
岸

へ
の
中
国
流
民
の
出

現
を
契
機
と
し
て
、
間
畷
地
帯
、
特
に
鴨
緑
江
沿
江
の
朝
鮮
に
近
接

す
る
地
域
に
お
け
る
封
禁
を
維
持
す
る
た
め
会
哨
制
が
確
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
実
際
の
機
能
に
関
し
て
は
初
期
を
除
い
て
史
料
が
乏
し
く

は

っ
き
り
し
な
い
部
分
が
多
い
。
た
だ
、
統

巡
会
哨
後
も
鴨
緑
江
右

岸

一
帯
の
中
国
流
民
が
む
し
ろ
増
加
し
て
き

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
そ

の
後
の
経
緯
か
ら
見
て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
六

ハゆ
　

十
年
代
に
入
る
と
朝
鮮
人
の
越
江
流
民
の
潜
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
統
巡
会
哨
制
自
体
、
増
加
し
つ
つ
あ

っ
た
流
入
民
に
対
処

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
流
民
流
入
を
根
源
的
に
防

止
で
き
る
性
格
の
制
度
で
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
流
民
の
増
加



に
よ

っ
て
封
禁
政
策
が
崩
壊
し
て
行
く
過
程
と
そ
の
中
に
お
け
る
統

巡
会
哨
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

封
禁
政
策
の
転
換
点
は
、
中
国
が
間
畷
地
帯
の
封
禁
を

一
部
で
は

あ
る
が
解
除
し
て
、
中
国
農
民
の
辺
門
外
開
墾
を
公
認
し
た

一
八
六

七
年
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
当
時
す
で
に
旺
清
門
外
の
六
道
河
な
ど

で
数
十

万
の
流
民
が
数
百
万
駒
の
土
地
を
開
墾
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、

そ
れ
ら
の
流
民
開
墾
者
中
に
自
分
達
の
私
墾
地
の
升
科
納
租
を
盛
京

に
自
願

し
て
来
た
者
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
盛
京
将
軍
都
興
阿
は
同

治
六
年

(
一
八
六
七
)
二
月
、
辺
柵
外
の
開
墾
を
公
認
す
る
よ
う
中

ハぬ

央
政
府

に
求
め
た
。
こ
の
年
は
大
臣
統
巡
の
年

で
は
な
か
っ
た
が
、

中
国
政
府
は
急
遽
盛
京
将
軍

・
奉
天
府
サ
延
煎

・
錦
州
副
都
統
樂
椿

を
派
遣
し
て
辺
縞
外
の
地
域
を
査
勘
さ
せ
る
と
と
も
に
朝
鮮
の
沿
辺

情
形
に

つ
い
て
も
察
看
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
朝
鮮
政
府
は
、
大
臣

統
巡
時
の
例
に
な
ら

っ
て
江
界
府
使
鄭
周
応
を
兵
曹
参
判
、
定
州
牧

使
李
京
鏑
を
承
旨
と
し
て
満
浦
倉
使
李
義
明
と
と
も
に
江
辺
に
送
り
、

ハ　

会
哨
時

と
同
様
に
中
国
差
官
を
応
接
せ
し
め
た
。
こ
の
時
の
盛
京
将

軍
等
の
調
査
の
結
果
、
鳳
團
門
の
南
か
ら
旺
清
門
の
北
ま
で
の
辺
播

外
の
地
域
で
墾
熟
地
九
万
六
千
余
駒
、
男
女
十
万
余
人
の
存
在
が
明

ら
か
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
多
数
の
流
民
墾
田
者
か
ら
田
地

を
奪
い
辺
將
内
に
撤
還
さ
せ
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
る
と
し
て
、

従
来
二
百
里
余
り
あ

っ
た
間
畷
地
帯
の
幅
を
縮
小
し
て
三
十
里
～
五

ハれ
　

十
里
に
す
る
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
高
宗
四
年

(
一
八
六
七
)
に
す
で
に
辺
柵
外
の

一
部

の
地
域
で
は
流
民
の
開
墾

あ
　

地
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
封
禁
の
部
分
的
解
除
は
、
鴨
緑
江
右

岸
沿
江
の
流
民
増
加
に

一
層
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な

っ
た
。
翌
年

十
月
の
平
安
道
清
北
暗
行
御
史
徐
経
淳
の
報
告
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

…
自
塵
四
郡
至
湾
府
千
有
蝕
里

限
以
長
江
地
分
彼
我

而
彼

邊
沿
江
薔
是
空
虚
禁
地
　

敷
十
年
漸
成
遊
民
墾
牧
之
土

遂

作
匪
類
通
逃
之
藪

又
自
昨
年
上
國
許
其
築
室

沿
邊
人
民
巳

見
許
多

而
至
於
地
幽
山
抱
之
威

又
不
知
幾
千
戸
藏
在
於
上

下
…
…
自
彼
人
沿
江
築
室
之
後

與
我
國
民
居
便
為
隣
比

彼

此
言
語
相
聞
鶏
犬
鳴
吠
相
違

桶
船
束
藁
容
易
渉
越

米
穀
紬

布
木
牛
隻
等
各
物

無
不
潜
商
往
来

輯
棒
厚
価
較
看
於
我
國

ハゆ
り

賞
買

其
利
不
蕾
倍
徒

す
な
わ
ち
、
前
年
の
辺
門
外
封
禁
解
除
以
後
、
右
岸
に
中
国
流
民

が
急
増
し
た
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
側
住
民
が
越
江
し
て
密
貿
易
を
行

う
な
ど
直
接
的
な
接
触
が
始
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

翌
高
宗
六
年
五
月
、
前
江
界
府
使
の
漢
城
府
左
サ
鄭
周
応
を
関
西
四

郡
察
辺
使
に
任
じ
て
鴨
緑
江
沿
江
の
状
況
を
把
握
し
対
応
策
を
講
究

す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
上
土
鎮
を
慈
城
郡
に
昇
格
せ
し
め
、

厚
州
を
厚
昌
郡
と
改
め
て
威
鏡
道
か
ら
平
安
道
に
移
属
さ
せ
た
の
で

あ
麺
・

間
曠
地
帯

の
縮
小
は
、
封
禁

の
続

い
て
い
る
鴨
緑
江
沿
岸
地
帯

へ



の
流
民
増
大
を
誘
発
し
た
。
朝
鮮
政
府
が
最
も
憂
慮
し
て
い
た
の
は
、

緩
衝
地
帯

の
消
滅
に
よ
る

「辺
擾
」
の
発
生
で
あ
る
。
そ
の
憂
慮
は

現
実
の
も
の
と
な
り
、
高
宗
六
年

(
一
八
六
九
)
十
二
月
に
碧
撞
郡

に
お
い
て
中
国
側
居
住
民
が
朝
鮮
側
に
越
来
し
て
物
品
を
強
奪
し
広

坪
鎮
権
管
韓
燐
珍
を
連
れ
去
り
身
代
金
を
奪
う
と
い
う
事
件
が
発
生

し
た
。
翌
年
二
月
、
再
び
三
百
七
十
余
名
が
小
披
児
鎮
を
襲
撃
し
て

ハむ
い
る
。
高
宗
八
年
の
冬
に
は
厚
昌
部
に
お
い
て
、
同
じ
く
中
国
側
か

ら
越
来
し
た
右
岸
居
住
民
と
厚
昌
郡
官
民
と
の
間
に
武
力
衝
突
が
発

　ヨ

生
し
て
い
る
。
碧
撞
郡
に
お
け
る
事
件
で
は
、
越
江
朝
鮮
人
と
中
国

人
と
の
争

い
が
発
端
で
あ
る
と
し
て
双
方
の
主
謀
者
が
各

々
処
刑
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
厚
昌
郡
に
お
け
る
衝
突
は
、
朝
鮮
官
権
が
そ
れ

ま
で
黙
認

し
て
い
た
朝
鮮
領
内
に
お
け
る
中
国
側
伐
木
民
の
伐
採
を

阻
止
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
武
力
衝
突
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
右
岸
に
渡

っ
て
い
た
朝
鮮
人
た
ち
が
伐
木
民
側
に
加
担

ヨ

　

し
て
朝
鮮
官
権
に
敵
対
す
る
立
場
に
立

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
会
哨
が
行
わ
れ
て
い
た
頭
道
溝
付
近
、
後
ち
の
臨
江
県

一

帯
に
は
、
こ
の

一
八
七

一
年
の
朝
鮮
官
権
と
の
武
力
衝
突
を
契
機
に

中
国
人
と
弁
髪
易
服
し
た

「帰
化
」
朝
鮮
人
を
中
心
と
す
る

「会

上
」
と
呼
ば
れ
る

一
種
の
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ
た
。
当
時
、
鴨
緑

江
沿
江
地
域
で
は
そ
の
ま
ま
無
人
地
帯
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
原

則
で
、
辛

倫
周
辺
を
除
い
た
大
部
分
の
地
は
中
国
官
権
の
支
配
領
域

外
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
定
着
し
た
流
入
民
が
、
匪
賊
の

横
行
と
新
た
な
流
入
民
に
よ
る
治
安
の
悪
化

に
対
処
し
、

一
方
で
は

鴨
緑
江
を
隔
て
て
対
峙
す
る
朝
鮮
官
権
と
の
緊
張
関
係
を
考
慮
し
て

作
ら
れ
た
の
が

「会
上
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
各
部
落
の
長
で
あ
る
把

頭
が
集
ま

っ
て

一
八
七
二
年
五
月
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
朝
鮮
の

「面
」

に
相
当
す
る

「会
上
」
に
は
そ
れ
を
統
轄
す
る
都
会
頭
あ
る

い
は
大
会
頭
が
置
か
れ
、
彼
ら
は
会
上
内
の
人
戸

・
丁
数

・
兵
器
数

を
掌
握
し
て
い
た
と
言
う
。
後
ち
の
臨
江
県

一
帯
を
中
心
に
四
つ
の

ハ　
　

会

上

が

置

か

れ
老

嶺

山

脈

を

挾

ん

で

二

つ
ず

つ
存

在

し

た

。
会

上

に

つ
い

て

は

、

一
八

八
六

年

五

月

に

こ

の
地

方

を

踏

査

し

た

イ

ギ

リ

ス

人
ヘ

ン
リ
ー

・
ジ

ェ
ー

ム

ス
も

言

及

し

て

お

り
、

こ

の
地

域

に
お

け

ハヨ

る
唯

一
の
組
織
的
支
配
機
構
で
あ

っ
た
と
記

し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
統
巡
会
哨
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
僅
か
な
史
料
し

か
な
い
中
で

『江
北
日
記
』
は
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
統
巡
会

哨
は
、
そ
の
当
初
の
設
置
目
的
が
間
曝
地
帯

の
不
法
潜
入
者
を
発
見

し
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
十
年
代
の
初

め
に
は
、

従
前
統
巡
之
行

例
皆
索
銭
辮
給
若
干
賂
銭

則
自
無
　

錐

有
差
来
甲
軍

用
銭
則
意
惑
無
事
…

毎
年
統
巡
之
來

必
領
率
甲
軍

声
言
逐
匪

而
何
曽
有
騙
逐

ハヨ

之
挙
乎

例
有
情
給

便
同

一
牧
税
之
行
也

と

『江
北
日
記
』
に
越
江
朝
鮮
人
の
言
葉
を
引
用
し
て
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
本
来
の
機
能
を
全
く
喪
失

し
て
い
た
。
こ
れ
は
、



そ
の
目
的
が
変
化
し
た
た
め
で
は
な
く
、
ま
た
単
に
官
吏
の
腐
敗
に

の
み
起
因
す
る
も
の
で
も
な
く
、
す
で
に
統
巡
会
哨
制
が
流
入
民
の

激
増
と

い
う
事
態
に
有
効
に
対
処
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
中
国
政
府
は
封
禁
政
策
を
次
第
に
後
退
さ

せ
て
遂

に
は

一
九
〇
二
年
の
輯
安
県
と
臨
江
県
の
設
置
に
よ

っ
て
間

暇
地
帯
を
全
面
的
に
撤
廃
す
る
に
至
る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
を
見
れ

ば
中
国

が
間
曠
地
帯

の
維
持
よ
り
も
犯
禁
流
入
民
の
追
認
に
よ
る
流

民
問
題

の
解
決
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

中
国
側
の
動
向
を
述
べ
る
前
に
、
朝
鮮
政
府
の
鴨
緑
江
右
岸
地
域

に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

一
八
七
二
年

に
厚
昌
郡
の
官
員
が
身
分
を
隠
し
て
対
岸
踏
査
を
行
い
、
同
時
期
に

　

慈
城
郡
か
ら
も
同
様
に
官
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
最
初
の

朝
鮮
官
権
に
よ
る
現
地
調
査
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
朝
鮮
の
施
策
に

つ
い
て
は
不
明
確
な
点
が
多
い
。
日
韓
併
合
後
、
日
本
側
で
作
成
し

た
満
州
移
住
朝
鮮
人
関
係
の
資
料
中
に
、
鴨
緑
江
右
岸
地
域
を
平
安

道
沿
江
各
邑
に
分
属
さ
せ
て
行
政
権
を
行
使
し
た
と
の
記
事
が
出
て

来
る
。
例
え
ば

「満
洲
及
西
比
利
亜
地
方
に
於
け
る
朝
鮮
人
事
情
』

に
は
、…

そ

こ

で

、

翌

年

(
明

治

四

年

・

一
八

七

一
年

-

筆

者

注

)

　
マ
マ
　

こ
れ
ら
移
住
者
保
護
の
必
要
に
迫
ら
せ
て
、
時
の
平
安
北
道
観

察
使
は
政
府
の
命
を
侯

つ
ま
で
も
な
く
、
鴨
緑
江
右
岸

一
帯
の

移
住
地
を
二
十
八
面
に
匠
劃
し
、
そ
の
所
管
を
江
界
、
楚
山
、

慈
城
、
厚
昌
の
四
郡
に
分
属
せ
し
め
た
。
そ
の
後
面
の
塵
合
を

行

い
、
李
太
王
の
二
十
六
年

(
一
八
八
九
)
に
お
け
る
行
政
腐

劃
は
、
江
界
郡
に
属
す
る
も
の
十

一
面
、
慈
城
郡
に
属
す
る
も

の
四
面
、
碧
滝
郡
に
属
す
る
も
の
二
面
、
楚
山
郡
に
属
す
る
も

　　

の

七
面

、
都

合

二
十

四
面

と

し

た
。

と
あ
る
。
『在
満
朝
鮮
人
概
況
』
を
引
用

し
た
金
得
幌
氏
の
論
文

で

は
、
最
初
の
各
郡
へ
の
分
属
の
年
代
が
高
宗
十
八
年

二

八
八

一
)

　　

と
異
な
っ
て
い
る
が
、
他
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
本
側
の

調
査
資
料
の
記
載
は
出
典
が
明
ら
か
で
な
く
、
『
江
北
日
記
』

の
内

容
か
ら
見
て

一
八
七

一
年
説
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
光

武
三
年

(
一
八
九
九
)
の

『皇
城
新
聞
』

に

「近
年
以
来
」
沿
江
六

邑
の
朝
鮮
地
方
官
が
鴨
緑
江
右
岸
朝
鮮
人

の
戸
籍
を
作
成
し
裁
判
を

管
掌
し
て
い
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
朝
鮮
地
方
官
の
対
岸
で
の
支
配

　　
り

権
の
行
使
は
か
な
り
年
代
が
下
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
清
戦
争
以
前
の
官
撰
史
料
に
は
こ
う
し
た
記

録
は
見
ら
れ
ず
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
は
少
な
く
と
も
公
的
に
は
関
与

　む

し
て
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
国
側
で
は
、

一
八
七
五
年
に
大
東
溝
付
近
の
開
墾
地
を
升
科
し
、

流
民
編
籍
官
を
設
け
て
流
民
を
入
籍
さ
せ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
盛

京
将
軍
崇
実
の
鴨
緑
江
下
流
右
岸
地
域

へ
の
行
政
庁
設
置
の
建
議
に

従

っ
て
、
鳳
團
城
に
鳳
鳳
直
隷
庁
を
設
け
、
沙
河
子
に
築
城
し
て
沙

河
鎮
を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌

一
八
七
七
年
に
は
鳳
鳳
城
に
分



巡
東
辺
兵
備
道
を
置
き
、
辺
柵
外
に
安
東

・
寛
旬

・
懐
仁

・
通
化
の

四
県
を
新

設
し
て
理
事
通
判
管
知
県
を
任
命
し
、
柳
樹
河

・
四
平

街

・
奏
馬
集

・
長
旬
河
口
に
分
防
県
丞
、
帽
児
山

・
通
溝

口

・
大
孤

ハ　

山

・
二
龍
渡
に
分
防
巡
検
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
は
間
暖

地
帯
に
お
け
る
流
入
居
住
民
の
存
在
を
追
認
し
て
い
き
な
が
ら
行
政

管
轄
区
域
を
東
に
拡
大
し
、

一
九
〇
二
年
に
鴨
緑
江
辺
に
輯
安
県
と

臨
江
県
を
設
置
す
る
こ
と
で
間
曠
地
帯

を
完
全
に
消
滅
さ
せ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

こ
の
間
、
統
巡
会
哨
は
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
。
会
哨
に
関
す

る
最
後
の
記
録
は
、
『日
省
録
』
の
高
宗
三
十

一
年

二

八
九
四
)

四
月
十
六

日
付
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
年
の
夏
季
統
巡
に
つ

い
て
の
盛
京
か
ら
の

「統
巡
出
派
前
往
咨
」
に
対
し
回
咨
を
送
る
と

い
う
内
容

の
も
の
で
、
こ
れ
を
最
後
に
統
巡
会
哨
に
関
す
る
記
事
は

姿
を
消
す
。
そ
の
前
の
春
季
統
巡
に

つ
い
て
は
、
『日
省
録
』
の
二

月
十
八
日
条
に
盛
京
か
ら
の
咨
文
来
着
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
春

季
統
巡
会
哨
が
最
後
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
六

月
に
日
清
戦
争
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
中
断
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
統
巡
会
哨
は
七
十
年
代
す
で

に
流
民
排
除
と
い
う
本
来
の
機
能
を
失

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
国

の
間
曠
地
帯

縮
少
政
策
が
進
む
中
で
、
中
断
時
に
は
そ
の
存
在
意
義

を
完
全
に
失

っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
清
戦
争
時
ま
で
続

け
ら
れ
た

の
は
、
朝
鮮
側
よ
り
も
主
に
中
国
側
の
事
情
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鴨
緑
江
右
岸
は
間
曠
地
帯

と
し
て
中

国
の
行
政
範
囲
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
流
入
民
の
増
大

に
よ

っ

て
そ
の
存
在
を
既
成
事
実
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の

中
で
統
巡
を
通
し
て
そ
の
地
域
の
管
轄
権
が
自
国
に
帰
属
す
る
こ
と

を
内
外
に
示
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
統
巡
会
哨

は
中
断
し
た
ま
ま
再
開

へ
の
動
き
も
な
く
、
中
国
が

一
九
〇
二
年
に

鴨
緑
江
沿
江
に
ま
で
行
政
区
画
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
朝

・
中
間

の
間
嚥
地
帯
自
体
が
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
封
禁
地
帯
で
あ
る
上
土
鎮

・
満
浦
鎮
対
岸
に

一
八
四
二
年

に
姿
を
現
わ
し
た
中
国
墾
田
民
の
排
除
に
始
ま
り
、

一
八
四
七
年
の

「査
勘
山
場
詳
擬
善
後
章
程
」
の
成
立
に
よ
る
統
巡
会
哨
制
の
確
立

か
ら

一
八
九
四
年
の
中
断
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
、
統
巡
会

哨
を
中
心
に
鴨
緑
江
中
流
域
右
岸
の
状
況
に

つ
い
て
見
て
来
た
。

統
巡
会
哨
制
は
、
朝
鮮

・
中
国
間
の
間
曠

地
帯
の
無
人
化
を
維
持

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は

言

い
換
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
間
曠
地
帯

へ
の
流
民
の
流
入
が
進
ん
で
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
封
禁
政
策
は
崩
壊
過
程

に
入
り
つ
つ
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
中
国
政
府
に
よ
る

一
八
六
七
年

の
辺
門
外
私
墾
地
の
部
分
的
公
認
は
、
流
民
の
間
曠
地
帯

侵
入
に
妥

協
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
は
そ
の
後
全
面
開
放
に
向
か
っ
て
急
速



に
歩
み
を
進
め
、
私
墾
地
の
公
認
、
官
署
の
新
設
な
ど
で
間
畷
地
帯

を
縮
小
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
朝
鮮
は
当
初
か
ら
鴨
緑
江
対
岸
地
域

は
盛
京
の
管
轄
下
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
僅
か
に
会
哨
時
に
対
岸
に

渡

っ
て
中
国
側
官
権
の
統
巡
に
協
力
し
た
の
み
で
あ

っ
た
。
朝
鮮
の

地
方
官

が
七
十
年
代
あ
る
い
は
八
十
年
代
に
鴨
緑
江
右
岸

一
帯
を
厚

昌

・
慈
城
な
ど
の
沿
江
各
邑
に
分
属
さ
せ
た
と
の
資
料
が
あ
る
が
、

年
代
に
は
疑
問
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
清
戦
争
以
前
は
地
方

官
の
恣
意
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
が
関
知
し
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
朝
鮮
政
府
は
統
巡
会
哨
制
が
行
わ
れ
た

時
期
に
は
鴨
緑
江
右
岸
で
自
国
越
江
民
に
対
す
る
管
理
権
を
行
使
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
統
巡
会
哨
は
日
清
戦
争
開
戦
前
ま

で
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
本
来
の
機
能
は
、
ご
く
初
期
を
除
い
て
ほ

と
ん
ど
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
豆
満
江
側
と
鴨
緑
江
側
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
な
特
徴
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

一
は
、
鴨
緑
江
側
で
は
、

右
岸

一
帯
で
い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
中
国
官
吏
に
よ
る
権
力

行
使
が
行
わ
れ
、
朝
鮮
は
会
哨
と
い
う
形
で
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
国
の
主
権
を
認
定
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
豆

満
江
側

で
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
鴨
緑
江
側
と
ほ
ぼ

同
時
期

に
始
ま

っ
た
豆
満
江
側
の
朝
鮮
人
の
越
江
移
住
は
、
中
国
流

民
の
流
入
に
先
行
し
て
い
た
が
、
鴨
緑
江
側

で
は
中
国
伐
木
民

・
墾

田
民
が
先
ず
流
入
し
、
そ
の
後
朝
鮮
人
が
越
江
し
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。
第
三
に
、
鴨
緑
江
中
流
域
右
岸
に
は

一
八
七
〇
年
代
に
す
で
に

中
国
人
及
び
清
俗
に
同
化
し
た
朝
鮮
人
を
中
心
と
し
た

「会
上
」
と

い
う
自
治
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

そ
の
後
、

一
八
九
九
年
に
中
央
政
府
か
ら
官
吏
が
派
遣
さ
れ
て
鴨

緑
江
右
岸

の
調
査
を
行

い
、

一
九
〇
二
年

に
は
西
間
島
管
理
使
と
し

て
徐
相
患
が
派
遣
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
註一口

(
1
)統
巡
会
哨
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
麻
生
武
亀

「李
朝
時
代

の
西
北
領
界
と
鴨
緑
江
」
(
『稲
葉
博

士
還
暦
記
念
満
鮮
史
論

叢
』

一
九
三
八
)
が
あ
る
。
そ
の
他

、
稲
葉
岩
吉

『満
洲
国
史

通
論
』
(日
本
評
論
社
、

一
九
四
〇

)
の
中

で
触
れ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
み
で
あ
る
。
柳
承
宙

「朝
鮮

後
期

西
間
島
移
住
民
に
つ
い
て

の

一
考
察
」
(
「亜
細
亜
研

究
』
59
号
、

一
九
七
八
)、
金
得
幌

「清
の
西
間
島
開
発
経
営
」

(
『白
山
学
報
』
15
号
、

一
九
七
三
)
で
も
簡
単
に
言
及
さ
れ
て

い
る
が
、
誤
り
が
あ
る
。

(
2
)稲
葉
岩
吉

前
掲
書
三
二
五
-
三
二
六
頁
。
な
お
辺
縞
の
構
造

に

つ
い
て
、
「辺
壕
あ
り
、
内
側
に
道
路
あ
り
、
摘
上
に
楡
柳

を
列
植
し
た
。」
と
あ
る
。



(3
)周
藤

吉
之

『清
代
満
洲
土
地
政
策
の
研
究
』
(河
出
書
房
、

一

九
四
四
)、
第
二
章

清
代
に
於
け
る
奉
天
の
旗
地
政
策
。

(
4
>車
勇
木
…
「両
江
地
帯
の
関
防
体
制
研
究
試
論
」
(『軍
史
』
創
刊

号
、

一
九
八
〇
)。

(
5
)篠
田
治
策

『白
頭
山
定
界
碑
』
(楽
浪
書
院
、

一
九
三
八
)、
五

七
-

六
三
頁
。

(
6
>柳
承
宙

「朝
鮮
後
期

対
清
貿
易

の
展
開
過
程
」

(
『白
山
学

報
』

8
号
、

一
九
七
〇
)。

(
7
)
『輿
地
図
書
』

平
安
道
江
界

官
職

「訳
学

乾
隆
乙
丑
回

審
理
使
書

啓
設
置
三
十
朔
交
替
」
。

(
8
)
「承
政
院
日
記
』

憲
宗
八
年
四
月
十
三
日
条
。
…
昨
春
以
後
、

彼
人
之
結
幕
来
接

起
墾
田
土
者

上
土
鎮
境
t
屹
洞
越
邊
河

西
洞
為
四
庭

満
浦
鎮
境
如
雲
浦
越
邊
為
六
庭

此
與
犯
越
有

異

交
界
冒
占
自
有
禁
條

故
畿
遣
課
学

馳
往
両
鎮

隔
江

暁
諭

使
之
撤
去
則
彼
人
輩
以
秋
冬
間
撤
去
之
意

丁
寧
為
言

　

至
今
両
威
結
幕
尚
無
撤
去

上
土
鎮
境
下
西
海
坪
越
邊

又
有
新
結
幕
四
庭

非
担
不
惟
不
去

復
有
滋
蔓
之
漸

自
我

麗
逐
恐
無
其
術

請
令
廟
堂
稟
処
　

(
9
)同
右

(
10
)「同
文
彙
考
』

原
編

彊
界

「甲
午

(粛
宗
四
十
年
)
請
撤

殿
訓
戎
鎮
越
辺
房
屋
杏
」
、
「戊
辰

(英
祖
二
十
四
年
)
請
禁
訓

戎
対
境
造
舎
墾
田
春
」
。

(
11
)『同
文
彙
考
』
原
編
続

彊
界

「壬
寅

(憲
宗
八
年
)
請
禁
上

土
対
境
造
舎
墾
田
盗
」
。

(
12
)稲
葉
岩
吉

前
掲
書
三
五
五
頁
。
「彼
等

(流
民
-
筆
者
注
)

の
目
的
の
地
点
に
到
達
す
る
や
、
そ
こ
に
窩
棚

(
ウ
オ
ポ

ン
)

な
る
小
屋
を
建
造
す
る
。
家
屋
と
は
い
へ
半
土
窟
の
掘
立
小
屋

た
る
に
過
ぎ
な
い
。
彼
等
は
そ
れ
を
唯

一
の
根
隷
地
と
し
て
、

手
近
な
山
野
を
焼
き

つ
く
し
、
第

一
年
に
は
蕎
麦
を
種
え
、
第

二
年
か
ら
高
梁
な
り
粟
な
り
を
蒔
く
と

い
う
順
序
で
ゆ
く
。」

(13
)
「同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
研
鞠
墾
構
犯
人

杏

(道
光
二
十
二
年
十
月
十
八
日
付
)」
。

(14
)圭
倫

(
カ
ル
ン
)
即
ち
ト
ー
チ
カ
。
稲
葉
岩
吉

前
掲
書
三
三

四
頁
。
三
五
七
頁

「現
今
、
東
辺
道
に
某
々
哨

(
シ
ャ
ヨ
)
や

某
々
上
下倫

(カ
ル
ン
)
と
い
う
地
名
を
見
る
の
は
、
当
時
の
遺

称
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
制
度
創
行
の
始
め
よ

り
し
て
、
完
全
実
施
さ
れ
た
と
は
信
ぜ

ら
れ
な
い
。」
。

(
15
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛

京
礼
部
抄
録
論
旨
杏

(道
光
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
付

)」
。

盛
京
所
属
東
邊
外

一
帯
地
方

安
設
辛
倫
十
八
威

毎
年
按
虞

専
派
辛
倫
官

一
二
員

帯
領
兵
等
坐
圭

防
守

復
派
総
巡
官
二

員
分
路
前
往

専
司
稽
査
邊
界

絹
摯

賊
匪

原
定
章
程

木

属
周
詳
績
密

(
16
)注
(
13
)に
同
じ
。



…
失
察
水
曲
流
川
等
三
虞

私
蓋
窩
棚
楡
墾
田
地
之
総
巡
守
f

倫
等
官

及
失
察
該
犯
唐
仁
等
越
邊
之
該
邊
門
文
武
章
京
各
職

名

春
送
請
旨
交
部
分
別
議
庭

以
示
懲
傲
…

(
17
)注

(13
)
に
同
じ
。

…
蝕
復
灌
派
冬
季
統
巡
之
協
領
績
勒
彰
阿

前
赴
沿
江

一
帯
覆

加
査
勘
…
…
並
請
嗣
後
春
秋
二
季
統
巡
城
守
尉
協
領

倶
親
詣

該
庭
逐
細
査
勘

如
有
沿
江
蓋
房
墾
地
之
犯

立
即
撃
送
究
緋

春
秋
二
季
統
巡
の
以
前
か
ら
統
巡
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
冬
季
の
み
で
あ

っ
た
か
は
詳
か
で
な
い
。
統
巡
制
が
設
け

ら
れ
た
時
期
に

つ
い
て
、
稲
葉
岩
吉

・
柳
承
宙

は
乾
隆
年
間

(
一
七
三
四
ー
九
五
)
と
し
て
い
る
が
、
出
典
は
明
ら
か
で
な

い
。

(18
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
二
年
五
月
十
六
日
条
。

(19
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「請
禁
江
界
越
辺
造
舎
墾
田

杏

(道
光
二
十
六
年
五
月
二
十
八
日
付
)」
。

(20
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
回
杏

(道
光
二

十
六
年
六
月
二
十
二
日
付
)」
。

(21
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
二
年
七
月
八
日
条
。

(22
)
田
川
孝
三

「近
代
北
鮮
農
村
社
会
と
流
民
問
題
」
(
『近
代
朝
鮮

史
研
究
』
第

一
冊
、

一
九
四
四
)

(23
)注

(21
)
に
同
じ
。

(24
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「
盛
京
礼
部
知
会
奉
上
諭
杏

(道
光
二
十
六
年
十

一
月
六
日
付
)」
。

(25
)同
右
。

(26
)同
右
。

(27
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
二
年
十
二
月
十
日
条
。

(
28
)現
に
あ
る
官
職
に
つ
い
て
い
る
者
が
皇
帝
か
ら
特
定
の
事
項
を

か
ぎ

っ
て
、
臨
時
の
任
務
を
与
え
ら
れ
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
を
欽
差
官
と
い
う
。
欽
差
官
の
中

で
、
三
品
以
上

の
大
官
を
欽
差
大
臣
と
い
う
。
(坂
野
正
高

「近
代
中
国
政
治

外
交
史
』
四
六
頁
)

(
29
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
三
年
二
月
二
十
日
条
。

(
30
)
『備
辺
司
謄
録
』

憲
宗
十
三
年
二
月
二
十
九
日
条
。
借
脚
は
実

際
に
勤
務
し
な
い
官
職
に
任
ず
る
こ
と
。

(
31
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
三
年
五
月
九
日
条
。

(
32
)
『江
北
日
記
』
の
付
図
に
は
、
「小
竹
厳
洞
」
が

「統
巡
路
」
の

終
点

で
あ
る
頭
道
溝
の
や
や
下
流
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

『江
北
日
記
』

は
、
蔵
書
閣
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
筆
写
本
で
、

三
十
四
丁

一
冊
、
彩
色
地
図

一
葉
か
ら
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、

一
八
七
二
年

(高
宗
九
年
)
五
月
三
十
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま

で
の
間
、
崔
宗
範

・
金
泰
興

・
林
碩
根
の
三
名
の
朝
鮮
人
が
鴨

緑
江
を
越
え
て
慈
城
郡

・
厚
昌
郡

の
対
岸

一
帯
を
千
五
百
里

(朝
鮮
里
)
に
わ
た
っ
て
踏
査
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の



三
名

は
民
間
人
で
は
な
く
、
「探
客
」
す
な
わ
ち
ス
パ
イ
と
し

て
対
岸
の
情
況
を
把
握
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
も
.の
で
あ
る
。

こ
の
探
索
は
、
本
文
中
に
後
述
す
る

一
八
七

一
年
の
厚
昌
郡
に

お
け
る
朝
鮮
官
権
と
右
岸
流
民
と
の
間
の
武
力
衝
突
事
件
を
契

機
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
鴨
緑
江
右
岸
の

模
様
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
柳
承
宙
氏
の

前
掲
論
文
は
、
こ
の

『江
北
日
記
』

の
解
題
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
、
『亜
細
亜
研
究
』
(通
巻
59
)
に
は
こ
の
全
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
誤
字

・
脱
字
が
多
い
。

(
33
)『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
知
会
江
界
越
辺

査
勘
完
竣
情
形
議
奏
杏

(道
光
二
十
七
年
六
月
十
八
日
付
)」
、

「盛
京
礼
部
会
江
界
越
辺
善
後
章
程
奉
上
諭
春

(道
光

二
十
七

年
八
月
三
日
付
)」
。

(
34
)稲
葉

岩
吉

前
掲
書
三
五
七
頁
。

(
35
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
知
会
江
界
越
辺

上
年
秋
季
統
巡
時
摯
獲
伐
木
人
犯
焼
殿
窩
棚
杏

(道
光
二
十
七

年
十

二
月
二
十
八
日
付
)」
。

(36
)
「同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
知
会
江
界
越
辺

春
季
統
巡
時
本
国
地
方
官
届
期
会
哨
沓

(道
光
二
十
七
年
十
二

月
二
十
日
付
)」
。

(37
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
知
会
江
界
越
辺

二
季
統
巡
伍
旧
例
四
季
稽
察
春

(道
光
二
十
八
年
十
月
二
十
八

日
付
)L
。

(
38
)駐
防
将
軍
-
副
都
統
-
協
領
-
城
守
尉
-
防
守
尉
-
佐
領
ー
防

禦
i
驕
騎
校
。
(
『中
国
歴
代
職
官
辞
典
』
国
書
刊
行
会
、

一
九

八
〇
)

(
39
)
順
黄
旗
協
領
慶
喜

(
一
八
六
七
年
春

)、
復
州
城
守
尉
増
采

(同
年
秋
)、
広
寧
防
守
尉
岐
山

(同
年
冬
)、
内
城
協
領
達
徳

(
一
八
七
二
夏
)。

(
40
)『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「盛
京
礼
部
知
会
冬
季
統
巡

以
蒙
古
佐
領
充
当
協
領
杏

(
咸
豊
四
年
九
月
二
十
二
日
付
)」

奉
天
所
属
の
海
口
が
戒
厳
体
制
に
あ
り
省
内
の
事
務
が
多
忙
で

協
領

・
城
守
尉

・
防
守
尉
を
派
遣

で
き
な
い
た
め
、
蒙
古
正
白

旗
佐
領
慶
雲
を
協
領
に
充
当
し
て
派
遣

す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。

(
41
)
『承
政
院
日
記
』

憲
宗
十
四
年
八
月
四
日
条
。

(
42
)
『承
政
院
日
記
』

哲
宗
元
年
四
月
三
日
条
。

(43
)
『承
政
院
日
記
』

高
宗
四
年
六
月
九
日
条
。

(
44
)
『江
北
日
記
』
で
は
、
鴨
緑
江
中
流
域
右
岸
。

老
嶺
山
脈
以
南
の
地
域
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
数
を
四
二
〇
戸
、

三

=
二
八
人
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
文
中
で
後
述
す
る

「会
上
」
の
成
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
た
数
字
を
引
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
老
嶺
山
脈
の
北
に
も
多
数
の
朝
鮮
人
が
居
住
し
て
お

り
、
越
江
朝
鮮
人
の
実
数
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
『江
北
日
記
』
中

に
登
場
す
る
越
江
朝



鮮
人
の
中

で
十
数
年
前
に
越
江
し
た
と
す
る
者
が
数
名
お
り
、

一
八
六
〇
年
前
後
か
ら
朝
鮮
人
の
越
江
が
始
ま

っ
た
と
見
ら
れ

る
。

(
45
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「礼
部
知
会
嚢
江
越
辺
私
墾

地
畝
査
勘
時
毎
年
本
国
出
具
並
無
私
墾
切
結
及
本
国
流
民
潜
行

越

界
迅
速
査
覆
奉
上
諭
春

(同
治
六
年
五
月
二
十

一
日
付
)、

王
大
臣
議
原
奏
」

(
46
)
『日
省
録
』

高
宗
四
年
六
月
九
日
条
、
七
月
六
日
条
。

(
47
)
『同
文
彙
考
』

原
編
続

彊
界

「礼
部
知
会
本
国
委
員
商
議

媛
江
界
限
各
節
迅
速
春
覆
奉
上
諭
盗

(同
治
八
年
八
月
六
日

付

)」

…
自
鳳
團
門
迄
南
至
旺
清
門
北

査
得
已
墾
熟
地
九
萬
六
千
余

日

男
婦
十
万
余
人

現
擬
由
媛
陽
遙
南

至
鳳
團
門
外

一
帯

地
方

先
行
試
弁

惟
嚢
江
西
岸

一
帯
南
北
四
百
余
里

与
朝

鮮
僅

一
江
之
隔

該
腱
地
狭
人
稠

別
無
安
挿
之
地

擬
照
延

照
等

前
与
朝
鮮
委
員
所
議
於
沿
江
附
近
地
方

酌
留
三
五
十

里
画
清
界
限

倫
実
格
於
形
勢
不
能
多
留
余
地

惟
有
厳
禁
准

墾
民
人

不
准
過
江

一
歩

如
有
越
界
滋
事
者

即
由
朝
鮮
査

摯
解
交
辺
門
懲
弁

現
已
盗
商
朝
鮮
弁
理

(
48
)注

(
45
)
に
同
じ
。

(
49
)
『日
省
録
』

高
宗
五
年
十
月
二
十
六
日
条
。

(
50
)『日
省
録
』

高
宗
六
年
五
月
二
十
九
[口
条
。

(
51

)
『
日
省

録

』

高

宗

七
年

二

月

十

三

日
条

、
十

四

日
条

。

(
52

)
『
同

文

彙

考

』

原

編

続

彊

界

「
報

沿

江

匪

民

越

界

侵

擾

杏

(
同

治

十

一
年

正

月

日
付

)
」
。

(
53

)
『江

北
白

記

』
。

(
54

)
同

右

。

(
55

)
ヘ
ン
リ

ー

・
ジ

ェ
ー

ム

ス

『
満

洲

踏
査

行

』

(
満

鉄

弘

報

課

訳

、

一
九

四

一
)
。

原

題

　
H
e
n
r
y
 
E
v
a
n
 
M
u
r
c
h
i
s
o
n
 
J
a
m
e
s
;

T
h
e
 
L
o
n
g
 
W
h
i
t
e
 
M
o
u
n
t
a
i
n
,
1
8
8
8
.

(
56
)
『江
北
日
記
』

六
月
初
九
日
条
。

(
57
)
『江
北
日
記
』

六
月
初
八
日
条
。

(
58
)朝
鮮
総
督
府
内
務
部
社
会
課

『満
洲
及
西
比
利
亜
地
方
に
於
け

る
朝
鮮
人
事
情
』
(
一
九
二
七
)
七
六
-
七
七
頁
。

(
59
)金
得
幌

前
掲
論
文

一
八
三
頁
。

(
60
)
『皇
城
新
聞
』

光
武
三
年

二

八
九
九
)
十
二
月
十
九
日

(陽

暦
)
付
雑
報
。

o対
岸
民
願

碧
滝

・
楚
山

・
滑
原

・
江
界

・
慈
城

・
厚
昌
六

邑
は
鴨
緑
江
沿
辺
列
邑
で
あ
る
。
近
年
以
来
、
江
北
対
岸
流
寓

民
人
が
萬
余
戸
と
な

っ
た
が
、
各
々
そ
の
付
近
六
邑
の
地
方
官

に
戸
籍
を
収
め
、
詞
訟
を
聴
し
て
い
た
。
今
年
初
め
て
政
府
か

ら
派
遣
さ
れ
た
江
北
大
員
が
滑
原
に
来
留
し
て
水
上
水
下
に
い

る
流
民
を
管
轄
し
、
戸
布
を
徴
収
し
民
訟
を
裁
く
こ
と
と
な

っ

た
。
…

(筆
者
訳
)



江
北
大
員
と
は
、
同
年
五
月
に
内
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
李
匡
夏

を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る

(
『皇
城
新
聞
』
光
武
三
年
六
月

一

日
付
雑
報
)。
「近
年
」
が
ど
の
程
度
の
年
数
を
遡
る
も
の
か
判

断
が
難
し
い
が
、
せ
い
ぜ
い
数
年
前
の
こ
と
だ
と
考
え
る
の
が

妥
当

で
あ
ろ
う
。

『満

洲
及
西
比
利
亜
地
方
に
於
け
る
朝
鮮
人
事
情
』
で
は
、
徐

相
慾

の
西
辺
界
管
理
使
任
命
を
光
武
二
年

(
一
八
九
七
)
と
し

て
い
る
が
、
徐
相
愁
の
派
遣
は
光
武
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
議

政
尹

容
善
が
管
理
使
の
派
遣
を
上
疏
し
た
の
す
ら
光
武
五
年
に

な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
当
時
現
地
に
居
住
し
て

い
た
朝
鮮
人
か
ら
の
聞
き
書
き
を
も
と
に
し
た
も
の
の
よ
う
で

(例

え
ば
、
李
完
求
と
い
う
名
が
出
て
来
る
が
、
そ
の
割
注
に

「現
在
輯
安
県
朝
鮮
人
会
支
部
長
」
と
あ
り
、
こ
う
し
た
人
物

が
情
報
源
と
考
え
ら
れ
る
)、
必
ず
し
も
正
確
で
な
か

っ
た
だ

け
で
な
く
、
現
地
の
朝
鮮
人
が
自
分
達
の
居
住
の
正
統
性
と
朝

鮮
公
権
力
の
早
く
か
ら
の
行
使
を
印
象
付
け
る
た
め
年
代
を
実

際
よ
り
遡
ら
せ
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
。

(
61
)『高
宗
実
録
』

の
光
武
四
年
八
月

一
日
条
に
、
召
見
各
道
観
察

使
…
…

(平
安
北
道
観
察
使
李
)
道
宰
日

臣
亦
聞
之

而
但

彼
地
寓
民

実
無
叛
心

困
於
地
方
官
貧
虐
之
政

不
得
已
流

接
他
境

宣
其
楽
為
乎

今
其
親
戚
墳
墓

皆
在
本
境

若
設

法
存
仙

結
以
恩
信

庶
可
有
還
集
之
望
　
…
と
あ
る
よ
う
に
、

一
九
〇
〇
年
前
後
に
お
い
て
も
朝
鮮
政
府
は
、
右
岸
の
朝
鮮
越

江
民
を
鴨
緑
江
以
南
に
呼
び
戻
す
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
た
。

(
62
)麻
生
武
亀

前
掲
論
文
五
六
頁
。


